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第11回福大生による東アジア映画字幕制作・成果発表会について

間　　　　ふ　さ　子

（報告書）

１．第11回成果発表会について

　2009年より始まった福大生による東アジア映画字幕制
作・成果発表会は2018年の発表会で10回目を迎えた。10
年を節目として活動を一旦区切ることも考えたが、学生
から継続の要望が出されたこともあり、検討の結果やれ
る条件のあるうちは勉強会を続けようということにな
り、2019年9月28日（土）に第11回の成果発表会をエル
ガーラホール7階の多目的ホールで開催することができ
た。今回も前年同様、中国映画のほかに日本の劇映画（短
編）1本に中国語の字幕を付けたものを上映した。さら
に今年度は、9月上旬に上海財経大学を訪問し、我々が
付けた中国語字幕付きの日本映画を中国の大学生に鑑賞
してもらい、字幕および映画の内容について日中の学生
でディスカッションを行った。成果発表会ではその研修
について参加した学生が報告を行った。これはこれまで
の活動の基礎の上に新たに積み上げられた新しい成果だ
と評価したい。
　今回上映したのは上述の中国の長編劇映画1本と日本
の短編劇映画1本である。劇映画は、学生の有志が参加
する一年間の勉強会を経て日本語字幕を制作した中国映
画「万紫千紅総是春」（日本語タイトルは「女性たちの
紅い春」とした）、日本映画は今回も福岡インディペン
デント映画祭代表の金石智宏氏からご紹介いただいた加
藤大志監督作品「きらわないでよ」（中国語タイトルは《别

讨厌我，好吗》とした）である。
　話はややそれるが、上海財経大学における研修では
LTDと言われる話し合い学習法を使ってディスカッ
ションを行った。LTD（Learning Through Discussion）
とは1960年代にアメリカで始められた学習法で、一定の
ステップに従ってテキストの予習を行い、それをベース
として予習と同じ段階を踏んでグループディスカッショ
ンを行って、テキストに対する理解を広げ深めていくも
のである。これは主に文字テキストの読解のために開発
されたものだが、筆者はこの学習法を映像テキストの理
解にも応用できると考え、ステップを少しアレンジして
授業で実践してきた。このLTD学習法はグループのメ
ンバーが多様であればあるほど話し合いが活発化して互
いに刺激を与えあうことがこれまでの経験で体感的にわ
かってる。今回の上海財経大学でのグループディスカッ

ションは時間の制約もあり、普段よりさらにコンパクト
にしたやり方で行ったが、それでも日中の学生の考え方
の違いがよく分かって、各グループとも短いながらも有
意義な話し合いができたと思う。
　以下、今回の成果発表会について簡単ではあるが概要
をまとめておきたい。

２．実施報告

２‒１．事業名
　第11回福大生による東アジア映画字幕制作成果発表会

２‒２．概要
　このプログラムは、人文学部東アジア地域言語学科の
有志学生と教員が協力して、1950、60年代の作品等、普
段あまり見ることのできない韓国・中国映画に日本語字
幕を付け、その成果を市民に公開しようと2009年から始
めたものである。11回目に当たる本年は1959年制作の劇
映画1本に日本語字幕を付け、さらに2014年制作の日本
映画に中国語字幕を付けて上映した。この事業はアジア
フォーカス・福岡国際映画祭2019協賛企画である。

２‒３．内容
⑴　日時：2019年₉月28日（土）
⑵　会場：福岡天神エルガーラ₇階多目的ホール
⑶　主催：福岡大学人文学部東アジア地域言語学科
⑷　協力：福岡大学工学研究科資源循環・環境工学専攻
⑸　後援：福岡市
⑹　プログラム：13：00　開始
　　　　　　　　13：00　日本映画「きらわないでよ
　　　　　　　　　　　　（别讨厌我，好吗）」上映
　　　　　　　　13：25　学生による活動報告
　　　　　　　　13：50　中国映画「万紫千紅総是春
　　　　　　　　　　　　（女性たちの紅い春）」上映
　　　　　　　　15：45　終了
⑺　入場料：無料
⑻　上映：プロジェクタ投影

２‒４．上映作品
⑴　日本映画「きらわないでよ（别讨厌我，好吗）」
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2014年、監督：加藤大志、福岡インディペンデント映
画祭2015グランプリ作品25分（中国語字幕）

⑵　中国映画「万紫千紅総是春（女性たちの紅い春）」
1959年、監督：沈浮、脚本：沈浮・瞿白音・田念萱、
主演：張瑞芳・沙莉・陳立中・孫道臨、上海海燕電影
制片廠制作115分（日本語字幕）

２‒５．参加者数
のべ123名。

２‒６．配布物
⑴　チラシ（大学公式ホームページおよび学科ホーム

ページにも掲載。）
⑵　リーフレット（当日会場にて配布。後掲。）

２‒７．情宣・報道など
⑴　アジアフォーカス・福岡国際映画祭公式HP
⑵　福岡大学公式HP
⑶　福岡大学人文学部東アジア地域言語学科HP
⑷　Fula語学学習会FACEBOOKページ
⑸　西日本新聞2019年₉月20日朝刊
⑹　読売新聞2019年₉月26日朝刊

２‒８．観客の感想（全26通、のべ87件）
⑴　日本映画「きらわないでよ（别讨厌我，好吗）」に

関するもの：33件
⑵　中国映画「万紫千紅総是春（女性たちの紅い春）」

に関するもの：40件
⑶　その他全般的なご意見：14件
詳細は後掲。

２‒９．字幕制作参加者
教員：4名。
学生：人文学部東アジア地域言語学科在校生　11名、同
卒業生₁名、商学部在校生₁名、計13名。

内訳は以下の通り。

₁年次 ₂年次 ₃年次 ₄年次 OB 留学生 計
0 0 6 6 1 0 13

※準備期間が2018年度後期から2019年度前期に亘ったた
め、学生の学年は2019年度現在のものを示した。OB
にはそれ以前の卒業生を含んでいる。

３．字幕制作について

３‒１．中国映画
　中国映画については、基本的に前年と同様のスケ
ジュールで進めた。

　⑴　第10回発表会（2018年₉月）を終えた翌10月から、
今年度の作品「万紫千紅総是春」のセリフの読み合
わせを週₁回（月曜₄限）の勉強会として行い、第
₁場から第₉場まで、中国語のセリフを口頭で翻訳
したのち、配当字数に合わせてその場で日本語字幕
を付けていった。2018年後期の勉強会のメンバーは
全員が二年生（2017年入学学生）であった。参加
者のほとんどが2018年₂月に中国・韓国に向けて交
換留学に出発し、2019年前期は、入れ替わりに交換
留学から戻ってきた四年生（2016年入学学生）が勉
強会に参加した。2019年度の勉強会は毎週水曜₄限
に行い、前期は主として第10場以降の台詞の読み合
わせを行った。やり方はこれまでと同様、中国語字
幕つきの映像と中国語のセリフを投影するパワーポ
イントを組み合わせ、一つ一つのセリフを読み、意
味を確認していくというものである。読み合わせ後
は各シーンを一人が担当して日本語訳を作った。こ
のセリフの読み合わせは2018年₇月上旬まで行われ
た。

　⑵　₇月の試験終了後、学生メンバーが数分間ずつ分
担し字幕の初稿を作成した。

　⑶　本学の研修施設やまなみ荘が使用できなくなった
ため、₈月下旬にその時期たまたま空室となってい
た教員所有のマンションの一室にて₂泊₃日の集団
推敲合宿を行い、そこで「万紫千紅総是春」のゼロ
号を完成させた。

　⑸　₉月は主としてリーフレット制作を行った。
　⑹　発表会当日は、受付や司会、案内などを学生が担

当した。
　今回も時間割の関係上、平日に一年から四年までの学
生が一堂に会して勉強する時間を確保することができな
かった。そのため前回と同様、₁月末の時間割編成の際
に二年次から四年次までが揃うことのできる時限を₁コ
マ確保し、そこで勉強会を行った。今回はやまなみ荘の
合宿ができなかったため一年生に対して合宿参加を呼び
かけることが叶わなかったのは残念である。やまなみ荘
の閉鎖が学生の課外活動に与える影響は少なからぬもの
があると実感した。なお推敲合宿にはOBが₁名参加し
てくれた。上級生の経験を下級生と共有し引き継いでい
けるかどうかは今後の課題になると思われる。

３‒２．日本映画について
　日本映画については、昨年同様、当方のマンパワーの
問題や著作権の問題などを考慮して、学生にふさわしい
短編作品を紹介していただくよう、福岡で自主上映作品
の紹介に尽力しておられる福岡インディペンデント映画
祭の関係者にお願いし、作品を紹介していただいた。
　⑴　₆月始めに、候補作品「きらわないでよ」をご紹

介いただき、加藤大志監督の許可を得た。さっそく



（ 3 ）

第 11 回福大生による東アジア映画字幕制作・成果発表会について（間）　― 95 ―

勉強会参加者で作品を鑑賞し、内容について意見を
交換した。

　⑵　今回は前回とは異なり、中国映画の字幕勉強会に
参加している学生で初稿作成を分担し、それを本学
科の中国語ネイティブスピーカーの教員が添削し
た。

　⑶　₈月16、17日に本学文系センター棟にて推敲作業
を行い、最終的に中国人教員が整えた。

　⑷　₉月₉日～ 12日に本学科の学生40名と教員₄名
が参加して上海に₃泊₄日の研修旅行を行い、11日
には上海財経大学で外国語学院日語系の学生と交流
授業を行った。その際我々が中国語字幕を付けた日
本映画「恋する河童」（井上博貴監督2014年作品、
2018年第10回成果発表会で上映）および「きらわな
いでよ」を鑑賞し、後者の内容についてLTDを行っ
た。

４．成果発表会当日について

　今回も例年同様エルガーラホールの多目的ホールをお
借りした。ただこのホールは大型のスクリーンが備え付
けではないため外部から調達せざるを得ず、その分の費
用が嵩む。とはいえ、上映するのが古い映画で、映像そ
のものが十分にクリアではないことから、上映効果を確
保する意味でも大型スクリーンの使用はぜひ継続したい
ところである。
　過去の発表会において当日お客様から決まって出る注
文は、前の人の頭が邪魔になって字幕が見えにくい、と
いうことである。
　そのため今回も前回同様、椅子は観客が自由に位置を
調整できるよう咬ませないで置いていただいた。また過
去に観客からいただいたアドバイスに従ってプロジェク
タの周囲に椅子を置かないようにもしている。さらに字
幕がなるべく上に出るよう、画面に向かって右側に縦書
きで表示し、₁行の文字数を極力抑え、極力画面上部に
出すよう気を配った。
　中国が特別な国ではなくなっていることを反映して
か、観客数はここ数年あまり伸びていないが、毎年楽し
みに来場して学生を激励して下さる方も多く、大変あり
がたく思っている。なお、上にも記したように、リーフ
レットの作成はもとより当日の受付や司会、放映などの
作業は、勉強会に参加している学生が行った。今年は前
述したように、上海研修旅行の報告も学生がパワーポイ
ントの資料を準備して行った。

５．当日配布したリーフレット

　今回も学生と教員の共作でリーフレットを作成し当日
の来場者に配付した。内容は以下の通り（後掲資料参考）。

　⑴　大澤武司「革命中国と「半辺天」」
　⑵　間ふさ子「「女性たちはどう生きるか」」
　⑶　甲斐勝二「「万紫千紅総是春」をめぐって」
　⑷　謝平「「やばい」の中国語訳はやばかった」
　⑸　種村理恵「字幕の役割について」
　⑹　上海研修旅行
　⑺　アンケート結果
　⑻　登場人物相関図
　⑼　映画字幕勉強会参加者の感想（田口祐希、増永奈

央、渡辺巧、太田梨沙、山田実奈、滿永みなみ、渡
辺瑞葵、沖田啓吾、原田優季、平野智菜美、廣田涼菜）

６．観客の感想（順不同、記述のまま）

６‒１．アンケート回答者総数
　26人（うち男性₇人、女性10人、回答なし₉人）

６‒２．世代別人数
　20代…₅人
　30代…₂人
　40代…₁人
　50代…₅人
　60代…₇人
　70代…₄人
　80代…₁人
　回答なし…₁人

６‒３．観覧作品
①日本映画「きらわないでよ《别讨厌我，好吗》」
②中国映画「万紫千紅総是春《女性たちの紅い春》」
どちらも観覧…17人
①のみ…₂人
②のみ…₅人
回答なし…₂人

６‒４．日本映画「きらわないでよ《别讨厌我，好吗》」
について
６‒４‒１作品について
　　・論文の材料として適切でした。
　　・短い映像の中で思春期の心の揺れ動きをきちんと

描いた良い作品だと思った。シーンの一つ一つの
意味を考えて討論し、結論を出していることに感
心した。（20代・女性）

　　・短い時間で深く考えさせられる話だった。（20代・
女性）

　　・短編で意味心でした。（60代・女性）
　　・日本人の同調意識といじめについて的確に表現さ

れていて、作品として素晴らしかった。また、そ
れに抗おうとするも保身に走る、ある意味日本人
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らしさが如実になっていた。（20代・男性）
　　・考えさせられる作品でした。（50代）
　　・様々な観点から観ることができ、考えることがで

きる作品だと思いました。（30代）
　　・25分で扱うには重いテーマではないかと感じまし

たが、とても綺麗にまとまっていて驚きました。
「きらわないでよ」というタイトルもエリと悟ど
ちらの言葉なのだろうかと色々なことを考えさせ
られました。（20代・女性）

　　・ストーリーがすごくデリケートな問題に取り組ん
でいると思った。見る側に宿題のように提案され
ているように感じた。（50代・男性）

　　・中国語が分からないので日本語で聞いてしまっ
た。（60代）

　　・自分ならどうするだろうと考えさせられる作品
だった。私も最後は本当のことを言えずにごまか
してしまうと思う。（20代・女性）

　　・考えさせられました。（60代）
　　・リーフレットにも書いてありましたが、観た人に

考えさせる作品ですね。（40代）
　　・日本社会のいじめ問題だけでなく、人の生き方の

考えさせる作品だった。（30代・男性）

６‒４‒２日本映画に中国語字幕を付ける試みについて
　　・学生時代、第一外国語が中国語でした。より映画

の内容が頭に入ってきました。日本に住む中国の
方も多く、異文化交流のためにもとてもいい取り
組みだと思います。上映後のプレゼンがまた、と
ても素晴らしかったです。人権教育にも使えそう
な作品ですね。（50代・男性）

　　・現代語訳の若者言葉（？）ならではの単語の訳し
かたが上手いと思った。「やばい」の訳しかたと
てもよかったです。（20代・女性）

　　・素晴らしい。
　　・大変だっただろうなあと思いました。中国語が分

からないので、日本語だけ聞いてしまいました。
（40代）

　　・良かったと思います。（60代・女性）
　　・私の中国語の理解力が足りないものの、どんな表

記、表現で場面のことの雰囲気をうつすのか感じ
ることができ、よかった。日本語－中国語の変換
の際、微妙なニュアンスの違いに気づけると思う
ので、とても良い試みだと思う。（20代・男性）

　　・日本語と中国語で表現の仕方が異なるものを制限
された時間の中できれいにまとめられていると
思った。映像は短いが、とても時間がかかったの
ではないかと思った。素晴らしい。（20代・女性）

　　・どういった中国語になるのかを同時に楽しめるた
め、今後も続けてもらえればと思います。（30代）

　　・とても素晴らしいと思います（60代・男性）
　　・とても有意義なことだと思います。ただ、映画に

集中すると、なかなか字幕が追えなくて…（50代・
男性）

　　・とてもいいと思います。わかりやすかったです。
（20代・女性）

　　・とてもいいと思います。（50代・男性）
　　・今の子はアニメに興味を持っているので、もう一

歩進めて吹き替えもやってみたらどうか（日本語
字幕）（60代）

　　・ぜひ今後もお願いします。（60代・女性）
　　・素晴らしい挑戦だと思います。いろんな方面から

言葉や文化を勉強できてとても意義があると思い
ます。（70代）

　　・曖昧な日本語を外国語で表すのは難しそうだが、
工夫されている様子が伝わった。（20代・女性）

　　・今の若者言葉を訳するには大変だったと思いま
す。（60代）

　　・どんどん作って欲しい。（50代）
　　・時間の都合で観ませんでしたが、いかなる状態で

中国語字幕が入っているかぜひ観てみたいです。
（70代）

６‒５．中国映画「万紫千紅総是春（女性たちの紅い春）」
について

６‒５‒１．作品について
　　・社会主義の理想と党のリーダーの働き、そして、

各家庭の葛藤などとても生き生きと描かれていて
素晴らしい作品でした。（50代・男性）

　　・同じ世代や性別間でも変化を受け入れるか否かで
思考が違って、どう説得していくかが見ていて面
白かったです。（20代・女性）

　　・中国の女性に関する映画を観て、最近の中国にお
ける女性の社会的地位が気になった。（30代・男性）

　　・出てくる女性が皆働くことに積極的で現代的に思
えた。妻と母親の仲を取り持つ男性も大変そうだ
と思った。（20代・女性）

　　・時代を感じて懐かしかった。
　　・いつの時代もどこの国でも女性の社会進出はテー

マになるのだと感じました。（40代）
　　・感動しました。よかったと思います。（60代・女性）
　　・女性の働くことにある苦悩、男性や古い考えにも

屈しようとしない意志をとても感じられる作品で
した。（20代・男性）

　　・女性の社会進出をイキイキと描く素敵な作品でし
た。張瑞芳を始め、役者群も素晴らしかったです。

（30代）
　　・ストーリーはわかりやすく、セリフも聴き取りや

すい。字幕付けの練習には最適の映画だと思いま
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した。（50代・男性）
　　・当時の事情がよく分かりました。（80代・男性）
　　・わかりやすい内容でとても面白かったです。（20代・

女性）
　　・映画はあまり面白くなかったが、字幕はとてもス

ムーズで良かった。
　　・あの時代のことをいろいろ思いました。（70代）
　　・当時の中国の時代委背景や生活の様子がよく分か

る作品だった。（20代・女性）
　　・面白く見ることができました。画像も悪くはなかっ

たです。（70代）
　　・女性は強い。（60代・女性）
　　・よかったです。（60代）
　　・ちょっとプロパガンダ的だけど女性の自立という

のを生活の中で描いていていいと思いました。（60
代・男性）

　　・古めかしい中にも、趣が感じられた。（50代）
　　・途中入場で少々人物関係が最初のうち分かりませ

んでしたが、終盤でおよそ理解できました。（70代）

６‒５‒２．字幕について
　　・とても映画のテーマに合った字幕で、素晴らしかっ

たと思います。長編の作品、快適に見ることが出
来ました。ありがとうございました。（50代・男性）

　　・一人称の使いわけが上手いと思いました。（20代・
女性）

　　・OK ！
　　・分かりやすかったです。お疲れ様でした。（40代）
　　・とても分かりやすかったです。（60代・女性）
　　・直訳でなく意訳で字幕を作れていて皆さんの頑張

りが伝わった。名前の読み方などのルビが付けら
れたらいいと思った。（20代・女性）

　　・分かりやすかった。（50代）
　　・文章を訳するより、音声を訳する方がとても難し

いと思うのに、物語のストーリーや感情に没入で
きるほど素晴らしかったです。（20代・男性）

　　・右たてだったので見やすかったです。（30代）
　　・お疲れ様でした。（50代・男性）
　　・よく分かる字幕でした。素晴らしい努力でした。

（80代・男性）
　　・分かりやすかったです。色々考えて付けられた字

幕なのだということが伝わってきました。（20代・
女性）

　　・これも吹き替えでやれば面白いと思う。（60代）
　　・とても自然ですっかり見入ってしまいました。（70

代）
　　・分かりやすかった。（20代・女性）
　　・よくできていたと思います。自然でした。（70代）
　　・わかりやすかったです。（60代・女性）

　　・よく分かりました。（60代）
　　・まだまだ中国語は理解できないのでよく分かって

よかった。（60代・男性）
　　・もしこの作品がバリアフリー映画としての扱いの

元に、中国語字幕が入ったとしたら、私としては
それにすごく興味があります。（70代）

６‒６．その他の意見
　　・上海研修とてもいい取り組みですね。成果発表の

場やアンケート結果の発表などもあり、よかった
です。（20代・女性）

　　・もっと見たいです。（50代）
　　・仕事を早く切り上げて同僚に頼んで、高速を使っ

て駆けつけましたが、10分弱遅刻してしまいまし
た。できれば14：00頃から始めてくださるとあり
がたいです。毎年楽しみにしています。（50代・
男性）

　　・学生の皆さんお疲れ様。間先生ありがとうござい
ました。（70代）

　　・これからも続けてください。（60代・男性）
　　・「きらわないでよ」内容について解釈を聞けたの

が良かった。中国人・日本人双方の違い（いじめ
や恋愛について）は興味深かったです。（40代）

　　・全体的に良かったと思います。（60代・女性）
　　・映画の作成場所や、監督の思いなども聞けたらよ

りいいのかなと思いました。（20代・男性）
　　・毎年、気になってはいましたが、なかなか時間が

合わなくて来られませんでした。今回初めて見さ
せていただき、いい刺激になりました。（50代・
男性）

　　・今後もこのような作品をみせさてくださることを
期待しています。（80代・男性）

　　・お疲れ様でした。（20代・女性）
　　・字幕のフォントを再考下さい。明朝体では見にく

いと思う。
　　・学生の発表が交流だけなのが残念。字幕制作のこ

とについて話すべきでは？（50代・男性）
　　・学生の皆さんの力に感服しました。ありがとうご

ざいました。すごい刺激です。（70代）

７．おわりに

　今回の成果発表会は昨年に引き続き、学生たちが中国
映画の日本語字幕と日本映画の中国語字幕作成に挑戦し
た成果を見ていただいた。さらに上海研修旅行について
の学生のプレゼンを聞いていただくことも出来、内容的
には例年と遜色ないものになったと自負している。
　最近の学生は学業とアルバイトの両立に忙しく、この
ような勉強会に参加したくてもなかなか時間を作れない
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人が多い。単位化して学科の授業に組み込んではどうか
というご助言をいただくこともあるが、我々は、あくま
で学生が強制されてではなく自分の判断で参加してくれ
ることに価値があると考え、勉強会という形にこだわっ
て続けてきた。今後情勢の変化でいろいろな工夫が必要
になってくる可能性は高いが、この活動は在校生の語学
教育、キャリア教育、卒業生のリカレント教育、異文化
理解、地域貢献、国際交流などいろいろな面でさまざま
な展開が可能なものであることを時が経つにつれ実感し
てきている。その可能性をいかにビビッドに実現してい
けるか、それは今後の我々の覚悟と工夫、そして努力に
かかっている。
　今年も学科予算として会場費や合宿の際の必要経費を
学部から出していただいた。貴重な学部の予算を使わせ
ていただいていることを肝に銘じて、今後も学生の積極
性を喚起し、卒業生や学外の協力者とも協力してより一
層努力を重ねたい。

参考資料

一、第11回福大生による東アジア映画字幕制作成果発表
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